
令和５年４月～令和９年３月

補助対象系統の需要・現況・課題／活用したデータ

（令和７事業年度に係るもの）
・第１回（令和７年５月３０日）

令和７年度守谷市地域内フィーダー系
統確保維持計画の変更について協議

・第４回（令和７年１２月２２日）

令和７年度守谷市地域内フィーダー系
統確保維持計画の事業評価について
協議

地域の公共交通等の現況・課題／補助 系統の位置付け



デマンド乗合交通運行状況（月別） 事業者名：4社合計

運行日数 走行距離 運行距離
利用者人数

大人 障がい者 中学生以下 合計

令和6年10月 27日 9,841.0km 5,451.8km
1,609人 241人 1人 1,850人

482,700円 48,200円 0円 530,900円

令和6年11月 26日 9,189.7km 5,082.6km
1,443人 223人 1人 1,666人

432,900円 44,600円 0円 477,500円

令和6年12月 24日 8,573.0km 4,704.4km
1,395人 204人 0人 1,599人

418,500円 40,800円 0円 459,300円

令和7年1月 23日 8,177.0km 4,409.3km
1,234人 191人 1人 1,425人

370,200円 38,200円 0円 408,400円

令和7年2月 22日 8,447.0km 4,428.3km
1,293人 185人 2人 1,478人

387,900円 37,000円 0円 424,900円

令和7年3月 25日 8,068.9km 6,012.6km
1,428人 214人 3人 1,642人

428,400円 42,800円 0円 471,200円

令和7年4月 26日 8,929.8km 4,775.5km
1,390人 227人 3人 1,617人

417,000円 45,400円 0円 462,400円

令和7年5月 27日 8,939.0km 4,659.9km
1,358人 221人 0人 1,579人

407,400円 44,200円 0円 451,600円

令和7年6月 25日 9,323.0km 4,820.3km
1,412人 213人 3人 1,625人

423,600円 42,600円 0円 466,200円

令和7年7月 27日 9,653.0km 5,256.2km
1,497人 231人 3人 1,728人

449,100円 46,200円 0円 495,300円

令和7年8月 26日 9,129.0km 4,960.2km
1,434人 209人 11人 1,643人

430,200円 41,800円 0円 472,000円

令和7年9月 26日 9,339.0km 4,972.4km
1,452人 215人 1人 1,667人

435,600円 43,000円 0円 478,600円

合計 301日 107,609.4km 59,533.5km
16,945人 2,574人 29人 19,519人

5,083,500円 514,800円 0円 5,598,300円

総運行日数： 301日
総乗客数： 19,519人

運賃収入総額： 5,598,300円
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別添１

令和７年１２月　　日

協議会名：

評価対象事業名： 地域内フィーダー系統確保維持費国庫補助金

①運行事業者 ②事業概要
③前回（又は類似事業）の
事業評価結果の反映状況

⑥事業の今後の改善点
（特記事項を含む）

守谷市地域公共交通活性
化協議会(運行主体：守谷
タクシー有限会社、京成タ
クシー茨城株式会社、小川
交通有限会社、株式会社
守谷福祉協会）

守谷市デマンド乗合交通
営業区域：市内全域
月曜から土曜日、祝日
運行時間：8：00～16：30
運賃：300円（障害者手帳及び
療育手帳保持者は200円）

市内高齢者サロンにて高齢者
の方を対象に、バス交通をご
利用いただけるようバス交通を
中心とした公共交通利用講座
を実施し、市内公共交通網の
周知と利用方法の普及に努め
た。

A
事業が計画に位置づけられ
たとおり、適切に実施され
た。

C

目標人数20,400人以上のと
ころ、19,519人となり、未達
となった。昨年度と比較し乗
合率は上昇しているため、
令和5年度に、労働時間等
の改善基準を見据えて運行
時間を調整したことによる
乗車人数減少と考えられ
る。

午前中～昼時間帯のお断り件
数が多い状態である。運行規
則等見直しにより多くのお客様
にご利用いただけるように検討
する必要がある。

令和７年度　地域公共交通確保維持改善事業・事業評価（地域公共交通計画に基づく事業）

守谷市地域公共交通活性化協議会

④事業実施の適切性 ⑤目標・効果達成状況



地域の交通の目指す姿
（事業実施の目的・必要性）

高齢者や免許返納者等の移動手段を持たない住民にとって、公共交通は日常生活を送る上で重要な役割を担ってい
る。しかし、鉄道や路線バス、コミュニティバスでは、地域内の小さな移動を実現することは難しい。そのため、利用者
のニーズに合わせた運行が可能であるデマンド乗合交通の運行を継続することで、他の交通手段とともに住民が安心
して移動できる地域の交通を存続させていくことが必要である。

別添１－２

事業実施と地域公共交通計画との関連について

令和７年１２月　　日

協議会名： 守谷市地域公共交通活性化協議会

評価対象事業名： 地域内フィーダー系統確保維持費国庫補助金



 

 

議案第２号 

 

令和８年度事業計画（案）及び収支予算（案）について 

 

 

１ 令和８年度事業計画（案）について 

（１）会議関係 

令和８年度においても、適宜守谷市地域公共交通活性化協議会を開催し、市内の

地域公共交通の維持・改善を図り、誰もが利用できる公共交通の実現を目指し、各

種事業の展開を図ることとする。 

 

（２）事業関係 

①モコバスの運行 

 路線バスを補完し、公共交通空白地帯を解消する守谷市コミュニティバス（愛

称：モコバス）を、市役所・板戸井ルート及びみずき野・松並青葉ルートの２ル

ートにより運行する。 

    

 ②デマンド乗合交通の運行 

   地域内の移動を支える「小さな交通」を実現するため、守谷市全域において合

計４台にて運行する。 

 

③利用促進策等 

 路線バスとモコバス、モコバス同士の乗り継ぎ券の発行 

 割引定期券（シルバーおでかけパス、キッズパス）の発行 

 高齢者運転免許証自主返納事業の実施 

 商業施設とタイアップした事業の実施（イオンタウン守谷・ジョイフル本田） 

 モコバス回数券の発行 

 モコバスのフリー降車制度の実施 

 つくばみらい市のコミュニティバス「みらい号」の守谷駅東口及び総合守谷 

第一病院への乗り入れ 

 Google マップ上へのモコバス運行情報の表示 

 小学校・高齢者サロンでの公共交通利用促進講座の実施 

 「みんな大好き！はたらくくるま in イオンタウン守谷」にモコバス車両の展

示（協力：関東鉄道㈱）（未定） 

 モコバス無料デーの実施 

 

④情報提供 

広報もりや、市ホームページ、市情報発信アプリ「Morinfo（もりんふぉ）」 

への情報掲載等 

 



  

⑤地域公共交通確保維持改善事業の認定申請及び事業評価 

・デマンド乗合交通に活用している「地域公共交通確保維持改善事業費補助金（地

域内フィーダー補助）」に関する協議及び国への認定申請を行う。申請に基づき実

施した事業に対する評価を実施する。 

 

 ⑥第２次守谷市地域公共交通計画の策定 

令和４年度に策定した「守谷市地域公共交通計画」（以下「第１次計画」という。）

を、国土交通省の「地域公共交通計画のアップデートガイダンス」に基づきアッ

プデートするとともに、地域の多様な輸送資源の活用を主眼とした新たな移動手

段の導入等を含め、本市の実情に合った実効性のある地域公共交通の再構築に係

る調査・検討を行う。その上で、その実現に向けた道筋を示す指針として、第１

次計画を改定する形で次期計画の策定を行う。 

 

 ⑦公共交通実証事業調査 

   実証実験として、実証運行バス「高野・同地・赤法花ルート」を継続運行し、

乗降データを収集するとともに、モコバスの路線再編及び新たな移動手段の導入

の検討、第２次守谷市地域公共交通計画の策定に活用する。 

   



 

２ 令和８年度収支予算（案）について 
 

 （歳入歳出予算） 

第１ 歳入歳出予算の総額は、歳入歳出それぞれ 126,515,000 円と定める。 

 ２ 歳入歳出予算の款項の区分及び当該区分ごとの金額は、下表による。 

 （歳出予算の流用） 

第２ 歳出予算の款相互の金額は、必要に応じて流用することができる。 

 

（１）歳入                                  （単位：円） 

 
 

（２）歳出                           （単位：円） 

 

款 項
本年度予算額

(A)
前年度予算額

(B)
比較増減
(A)-(B)

説　明

123,020,000 102,193,000 20,827,000

１負担金 123,020,000 102,193,000 20,827,000 守谷市負担金

3,394,000 4,426,000 △ 1,032,000

１補助金 3,394,000 4,426,000 △ 1,032,000
令和8年度地域公共交通確保維持改善事
業(見込み）

100,000 269,905 △ 169,905

１繰越金 100,000 269,905 △ 169,905 繰越金

1,000 95 905

１ 雑 入 1,000 95 905 利息

126,515,000 106,889,000 19,626,000

１ 負 担 金

２ 補 助 金

３ 繰 越 金

４ 諸 収 入

合　　計

款 項
本年度予算額

(A)
前年度予算額

(B)
比較増減
(A)-(B)

説　明

685,000 427,000 258,000

１会議費 595,000 357,000 238,000
協議会委員報酬（7,000円×17人×5
回）

２事務費 90,000 70,000 20,000
インターネットバンキング基本料金、
振込手数料、消耗品代等

124,710,077 104,451,751 20,258,326

１事業費 88,166,636 10,000 88,156,636

モコバス・デマンド利用促進事業：
5,000円
路線バス・モコバス乗継ぎ実証運行経
費：69,636円
デマンド乗合交通経費：50,700,000円
地域公共交通再構築調査・検討等業務
委託：10,460,500円
公共交通実証事業調査費(実証運行）：
24,409,000円
高齢者運転免許証自主返納支援事業負
担金：1,522,500円
バス待ち環境整備費：1,000,000円

２補助費 36,543,441 104,441,751 △ 67,898,310
モコバス運行経費：31,043,441円
モコバス車両リース代（2台、8年リー
ス（R2～R9））：5,500,000円

1,119,923 2,010,249 △ 890,326

１予備費 1,119,923 2,010,249 △ 890,326

126,515,000 106,889,000 19,626,000合　　計

１ 運 営 費

２ 事 業 費

３ 予 備 費



報告第１号 予備費の充当について

1

報告事項
 令和７年度予算の「会議費」が不足したため、次のとおり、「予備費」から充当しましたの

で、守谷市地域公共交通活性化協議会財務規程に基づき報告いたします。

■予算が不足した理由について

○守谷市地域公共交通活性化協議会財務規程 抜粋
（予算の流用及び予備費の充当）

第５条 会長は，歳出予算の流用をしたとき，又は予備費の充当をしたときは，直後の協議会の会議においてこれを報告しなければならな
い。

資料３

• 当初予算で想定していなかった、業務発注プロポーザル審査委員会委員の報酬が発生したため。
• 加えて、当初予定の３回を上回る協議会の開催により、今後も「会議費」が不足しますので、不足経費を「予備費」から充当することで対

応いたします。

歳出 （単位：円）

款 項
予算現額

(A)
流用・充当額

(B)

流用・充当後
の額

(A)＋(B)
説　明

427,000 14,000 441,000

１会議費 357,000 14,000 371,000 予備費から充当14千円増

２事務費 70,000 0 70,000

100,031,351 0 100,031,351

１事業費 10,000 0 10,000

２補助費 100,021,351 0 100,021,351

2,010,249 △ 14,000 1,996,249

１予備費 2,010,249 △ 14,000 1,996,249 会議費へ充当14千円減

102,468,600 0 102,468,600

１ 運 営 費

２ 事 業 費

３ 予 備 費

合　　計



報告第２号 実証運行バスの状況等について

2

報告事項
 実証運行バスの運行開始及び運行後の状況について報告いたします。

■実証運行バスの開始について

11月25日（火）～実証運行バス「高野・同地・赤法花循環ルート」の運行を開始しました。
なお、本実証事業につきましては、国土交通省 令和７年度「『交通空白』解消等リ・デザイン全面展開プロジェクト」「『交通空白』解消緊急
対策事業」（３次公募）の採択を受け、11月20日付けで交付決定通知を受領しています。

資料４

令和７年度 「交通空白」解消等リ・デザイン全面展開プロジェクト
（令和６年度地域公共交通確保維持改善事業費補助金（「交通空白」解消等リ・デザイン全面展開プロジェクト））交付決定通知書（「交通空
白」解消緊急対策事業）
・補助対象経費：7,591,000円 ・補助金の金額：6,727,342円（見込み）
※関東鉄道㈱との契約金額9,016千円（税込（うち初期費用（バス停・音声合成データ作成費ほか）2,467千円含む。）、運賃収入分を控除し
た金額を支払う。）の相当額を補助金で補てんする。



報告第２号 実証運行バスの状況等について

3

■利用状況

• 利用促進・アンケートの実施に取り組みます。
• 令和８年度も実証運行の継続を考えているため、次年度の予算を要求しています。
• モコバスの路線再編及び新たな移動手段の導入の検討、「第２次守谷市地域公共交通計画」への

反映につなげていきます。

（人） （人） （人）

運行日 右回り左回り １便当たり
11/25 6 9 1.9
11/26 7 4 1.4
11/27 5 4 1.1
11/28 6 9 1.9
12/1 3 7 1.3
12/2 5 3 1.0
12/3 5 2 0.9
12/4 4 1 0.6
12/5 5 4 1.1
12/8 3 6 1.1
12/9 6 3 1.1
12/10 7 13 2.5
12/11 2 9 1.4
12/12 3 6 1.1
合計 67 80 1.3



報告第２号 実証運行バスの状況等について

■バス停ごとの乗降者数（11/25～12/12）

＜ 実証運行バス（右回り） ＞（人）

4

＜ 実証運行バス（左回り） ＞（人）



報告第３号 守谷市地域公共交通再構築調査・検討等業務委託の今後の進め方について

5

報告事項
 協議会発注の業務について、公募型プロポーザル方式により優先交渉権者を選定し、業

務委託契約を締結しました。今後の進め方は、次のとおり予定しています。

■受託事業者名 株式会社長大 つくば市東平塚730
■履行期間：契約締結日の翌日～令和８年１１月３０日

資料５

実施内容 12月 1月 2月 3月 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月

活性化協議会
（※想定する開催時期）

● ● ● ● ●

１．第１次計画のアップデート
①現状診断、②地域交通が目指す姿
の設定 ③施策の設定、④KPI・目標
値の設定、⑤評価内容・手順の設定

２．ニーズの把握
①関係団体へのヒアリング等
②公共交通ワークショップ
③交通事業者等へのヒアリング等

内容
検討

● ●

３．地域公共交通の再構築調
査・検討
①交通結節機能の強化・再構築
②モコバスの再編
③既存デマンド乗合交通検討
④新たな移動手段の導入可能性調
査・検討

４．第２次計画の作成

ワークショップ２回アンケート

R7第5回 R8第1回 R8第2回 R8第3回 R8第4回

現行計画の評価
パブコメ

修正
計画
素案



報告第４号 モコバス時刻表の使用に係る問い合わせについて

6

報告事項
 広告事業者から、モコバス時刻表を広告事業（広告料を原資）に利用し、新聞折込で配布

したいとの問い合わせがありました。

■問い合わせの概要

資料６

（参考）事業者提供資料制作実績（坂東市、野田市）

■作成事業者
■掲載内容
■作成部数等
■費用
■配布方法
■折込予定時期
■備考

株式会社心美 （札幌市西区琴似3条4丁目3-18 高橋ビル2F）
モコバス・実証運行バスの時刻表
10,000部まで Ｂ３判サイズ 片面又は両面印刷
協議会の負担はなし。（広告料にて制作・折込）
新聞折込み。守谷市全域 読売・朝日・毎日・産経・東京新聞のいづれかの朝刊折込
令和８年３月頃
印刷物が守谷市（協議会）の発行ではない旨の注意書きを記載する。


